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第１分団県消防大会で優勝！
9月17日、県消防学校で「第52回山口県消防操法大会」が

開催され、町から、第１分団（和木地区）応急自動車ポン

プの部、第２分団（瀬田地区）基本小型ポンプの部、第３

分団（関ヶ浜地区）応急小型ポンプの部に出場、第１分団

が優勝、第３分団が準優勝の成績をおさめました。

準優勝　第３分団選手

優勝　第１分団

優勝　第１分団選手
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ま
ち
の
話
題

第
44
回
衆
議
院
議
員
選
挙
結
果

ま
ち
の
話
題

竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
!

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

ス
ポ
少
に
メ
ダ
ル
寄
贈

開票作業のようす

藤中義美さん

９
月
１１
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
選
挙
区

◆
有
権
者
数
　
　
　
５
、
１
２
６
票

◆
投
票
者
数
　
　
　
３
、
６
７
１
票

９
月
１３
日
、
藤
中
義
美
さ
ん
（
和
木
２

丁
目
）
が
満
９０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

古
木
町
長
か
ら
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
４
日
、
第
１
回
目
の
竹
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
研
修
が
瀬
田
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

近
年
、
輸
入
タ
ケ
ノ
コ
の
増
加
や
竹
材

利
用
の
減
少
に
よ
り
、
放
置
竹
林
の
増
加

や
人
工
林
等
へ
の
竹
の
進
入
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
有
効
投
票
数
　
　
３
、
６
２
９
票

◆
無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
４
２
票

◆
投
票
率
　
　
　
　
７
１
、
６
２
％

候
補
者
別
得
票
数
（
和
木
町
開
票
分
）

◎
ふ
く
だ
良
彦
　
　
１
、
６
３
４
票

◎
平
岡
　
秀
夫
　
　
１
、
７
５
５
票

◎
山
中
　
良
二
　
　
　
　
２
４
０
票

比
例
代
表

◆
有
権
者
数
　
　
　
５
、
１
３
２
票

◆
投
票
者
数
　
　
　
３
、
６
７
４
票

◆
有
効
投
票
数
　
　
３
、
６
２
５
票

◆
無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
４
９
票

◆
投
票
率
　
　
　
　
７
１
、
５
９
％

政
党
別
得
票
数
（
和
木
町
開
票
分
）

◎
国
民
新
党
　
　
　
　
　
１
７
３
票

◎
公
明
党
　
　
　
　
　
　
５
０
１
票
　
　

◎
自
由
民
主
党
　
　
１
、
４
５
８
票

◎
民
主
党
　
　
　
　
１
、
１
５
０
票

◎
社
会
民
主
党
　
　
　
　
　
９
１
票

◎
日
本
共
産
党
　
　
　
　
２
５
２
票

作業に従事するボランティア
河村教育長に目録を渡す藤越さん

８
月
３０
日
、
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東
代
表

の
藤
越
和
彦
さ
ん
が
、
河
村
教
育
長
を
訪

ね
、
和
木
町
近
郊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
後
援
と
し
て
、
金
、
銀
、
銅
、
敢
闘

賞
メ
ダ
ル
合
計
７２
個
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部（
壹
岐
敏
樹

監
督
）が
主
催
す
る「
第
１２
回
和
木
町
近
郊

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

藤
越
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
和
木
ス
ポ
少
の
発
展

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

に
よ
る
竹
林
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
景

観
の
改
善
を
目
的
に
、
瀬
田
の
竹
林
を
モ

デ
ル
竹
林
と
し
て
整
備
し
、
そ
の
竹
林
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
適
正
に
管
理
す
る

「
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
研
修
が

始
ま
り
ま
し
た
。

養
成
研
修
は
、
３
回
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
第
１
回
目
が
、
今
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
１６
名
が
参
加
し
、
竹
林
の
現
状

や
整
備
・
管
理
技
術
等
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
た
後
、
竹
林
現
場
に
移
動
し
、
伐

竹
・
枝
払
い
・
集
積
の
技
術
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
研
修

を
通
し
て
整
備
さ
れ
た
竹
林
に
感
心
し
、

今
後
の
活
動
に
意
気
込
み
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
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ま
ち
の
話
題

平
成
17
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会

初
日
で
助
役
、
収
入
役
を
選
任

ま
ち
の
話
題

和

木

町

か

ら

美

川

町

へ

ま
ち
の
話
題

わ

き

あ

い

あ

い

苑

で

敬

老

会

沖永助役上岡収入役

秋崎尊生さん

消防団の出発式のようす

「マツケンサンバ」を披露

９
月
21
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
17
日

間
の
予
定
で
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
10
月
号
で
は
、
21
日
開
催
の
本
会
議

に
提
出
さ
れ
た
議
案
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
採
決
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
11

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
意
１
号
（
同
意
）

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

※
沖
永
保
之
さ
ん
を
選
任

同
意
２
号
（
同
意
）

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

※
上
岡
宣
雄
さ
ん
を
選
任

同
意
３
号
（
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
秋

尊
生
さ
ん
を
任
命

な
お
、
助
役
の
沖
永
さ
ん
は
、
前
収
入

役
。
収
入
役
の
上
岡
さ
ん
は
、
前
企
画
総

務
課
長
で
す
。
任
期
は
、
10
月
１
日
よ
り

４
年
間
と
な
り
ま
す
。

９
月
１６
日
、
わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
和
木

演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
桑
原
ヤ
エ
子
会
長
）

に
よ
る
「
敬
老
会
演
芸
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
入
所
者
の
方
に
少
し
で
も
見

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
灰
岡
一
さ
ん
の

司
会
で
進
行
し
ま
し
た
。
民
謡
、
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
に
、
笑
い
満
載
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
演
芸
大

会
終
了
後
に
は
、
保
育
所
児
の
作
っ
た
キ

ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
の
折
り
紙
つ
き
の
壁
掛
け

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

９
月
８
日
か
ら
町
職
員
が
、
９
月
９
日

に
は
消
防
団
が
、
台
風
１４
号
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
美
川
町
で
災
害
復
興
支
援
に

従
事
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
土
砂
の
運

搬
、
家
財
道
具
の
搬
出
、
道
路
の
清
掃
な

ど
の
作
業
に
着
手
。
被
災
さ
れ
た
方
は

「
雨
が
降
り
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
水

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
５０
セ
ン
チ
づ

つ
水
か
さ
が
増
し
、
車
を
避
難
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
、
美
川
町
内

の
錦
川
沿
い
の
集
落
の
ほ
と
ん
ど
が
、
床

上
浸
水
。
南
桑
地
区
の
小
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
、
大
量
に
流
さ
れ
て
き
た
土

砂
が
、
積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



5

吉岡勝徳さん沖雄二さん協議会のみなさん

賑わう昼食会場

老連出発式のようす

第
５４
回
山
口
県
消
防
大
会
に
お
い
て
、

和
木
町
消
防
団
副
団
長
、
吉
岡
勝
徳
さ
ん
、

（
関
ヶ
浜
地
区
）
が
山
口
県
消
防
協
会
か

ら
功
績
賞
、
第
３
分
団
分
団
長
、
沖
雄
二

さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）
が
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
吉
岡
さ
ん
は
昭
和
４１
年
の

入
団
以
来
、
３８
年
の
永
き
に
渡
り
消
防
団

活
動
に
精
励
さ
れ
、
消
防
防
災
業
務
に
率

先
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

沖
さ
ん
は
８
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第

３５
回
玖
珂
郡
消
防
操
法
大
会
で
第
３
分
団

を
優
勝
の
栄
誉
に
導
か
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
防
災
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
９
日
、
山
口
市
民
会
館
で
、
山
口

県
母
子
保
健
推
進
協
議
会
２０
周
年
記
念
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の

母
子
保
健
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

及
び
団
体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
和
木
町
母
子
保
健
推
進
協

議
会
が
会
長
表
彰
を
受
賞
。
こ
れ
は
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

同
士
の
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

実
施
し
て
い
る
子
育
て
の
輪
づ
く
り
運
動
、

ま
た
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１０
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
並
び
に
、
福
祉
会
館
で
「
第
８
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」（
山

博
司
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、

普
段
、
集
ま
る
こ
と
の
な
い
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
で
活
動
す
る
ボ

ま
ち
の
話
題

山

口

県

消

防

協

会

か

ら

表

彰

ま
ち
の
話
題

つ
な
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

ま
ち
の
話
題

老
連
社
会
奉
仕

ま
ち
の
話
題

県
母
子
保
健
推
進
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
２
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
山

会
長

は
「
社
会
の
要
請
に
応
え
て
す
べ
き
奉
仕

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
に
で
き
る

感
謝
の
恩
返
し
と
し
て
、
少
し
で
も
社
会

奉
仕
を
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
「
助
け
合
う
元
気
な
町
づ
く
り
」

と
題
し
た
、
装
束
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
会
長
、
村
岡
恒
信
さ
ん
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
状
、

団
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
し
て
い
る

か
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
装
束

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
岩
国
地
域

の
モ
デ
ル
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
「
困

っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
を
合
言
葉
に

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
活
動
方
針

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
、
カ
ラ
オ

ケ
や
民
謡
な
ど
を
披
露
す
る
演
芸
大
会
が

行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
会
場
を
総
合
福
祉

会
館
に
移
し
、
昼
食
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

９
月
２０
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た

「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」
に
和
木
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
藤
本
巖
会
長
）
の
会
員

約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
体
育
セ
ン
タ
ー

で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
連
は
、
毎
年
こ
の
活
動
に
参
加
し

「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
汗

を
流
さ
れ
て
い
ま
す
。



66

和木紅鴉のよさこい今福優さんによる和太鼓

95歳を代表した岡田ユキヲさん

９
月
１７
日
、
文
化
会
館
で
町
内
在
住
の

７３
歳
以
上
の
方
８
３
０
名
（
男
性
３
１
６

名
、
女
性
５
１
４
名
）
を
対
象
に
「
敬
老

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和

木

町

敬

老

会

開

催

式
典
で
古
木
町
長
は
「
我
が
国
は
、
世

界
で
も
有
数
の
長
寿
国
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、「
健

康
な
長
寿
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
平

均
寿
命
は
、
ま
だ
ま
だ
延
び
て
い
く
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
し
、
地
域
や
社
会
、

ま
た
、
ご
家
庭
の
中
で
、
元
気
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
つ
ま

で
も
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
代
表
の
方
に
長
寿
の
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
和
木
紅

鴉
の
よ
さ
こ
い
」、「
今
福
優
和
太
鼓
の
世

界
」、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
中
学
生
の
研
修
発
表
」、「
保
育
所

児
に
よ
る
合
唱
」
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
も

の
と
な
り
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

氏名

浦野　アサコ

江島　義人

岡 美喜惠

小川　吉夫

原　敬哲

亀谷　三治

河本　助一

黒河　シヅ子

黒 チヅ子

河野　モトヱ

佐伯　節子

佐伯　政春

榊　　八重子

倉　　

島　年夫

田　玉江

竹重　貞三

竹林　清

竹本　央

田谷　勝

田中　久男

津山　ユリ子

永原　 枝

中村　友江

灘本　キク子

野崎　久明

波奈　和枝

平岡　繁

宇次　信子

田　スミエ

藤岡　サナエ

藤村　敏

正木　進

正木　ミドリ

宮中　照子

宮本　貞夫

村上　清子

村田　アサノ

村中　君子

與三本　清

善岡　潤一

米元　昭彦

米元　ツユ子

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

関ヶ浜地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

関ヶ浜地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

今井　ヨシノ

久語　ツヤ子

河内　キヨノ

小林　知

杉本　チヱ子

鈴木　正三郎

高津　藤兵衛

高野　イツ子

仲谷　洋平太

中村　カズコ

野 トミ子

弘中　智惠子

森　正六

村井　アイコ

村上　百合子

森本　貞雄

安原　哲二

山中　スマヱ

米元　好子

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

関ヶ浜地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

性別

女

男

女

男

男

男

男

女

女

女

女

男

女

男

男

女

男

男

男

男

男

女

地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

関ヶ浜地区

和木地区

和木地区

和木地区

和木地区

瀬田地区

和木地区

瀬田地区

関ヶ浜地区

関ヶ浜地区

女

女

女

男

女

男

女

女

女

男

男

女

女

男

女

女

女

男

男

男

女

女

女

女

女

女

男

男

女

男

女

女

女

男

女

女

男

男

女

女

岡田　ユキヲ

押見　長太郎

玉坪　ヤス子

和木地区

瀬田地区

瀬田地区

女

男

女

今年度80歳になられる方 男21名 女22名 計43名 今年度88歳になられる方 男6名 女13名 計19名

今年度95歳になられる方 男1名 女2名 計3名

記念品授与者名簿
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和
木
中
学
校
３
年
　
久
保
田
　
高
嶺

福
岡
か
ら
空
路
・
陸
路
の
１０
時
間
以
上
の

移
動
を
経
て
、
よ
う
や
く
バ
サ
ー
ス
ト
市

に
到
着
し
た
僕
た
ち
は
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

オーストラリアで交流事業

ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
面
会
し
、
立
食
で
こ
ち
ら
の
料
理
を

い
た
だ
い
た
の
ち
、
添
乗
員
さ
ん
が
「
明

日
９
時
か
ら
英
語
の
授
業
が
あ
り
ま
す
の

で
、
８
時
３０
分
ま
で
に
大
学
へ
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
連
絡
を
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
伝
え
ま
し
た
。

英
語
研
修
が
始
ま
る
緊
張
の
初
日
、
僕

と
同
じ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
お
世
話
に

な
っ
た
米
川
君
は
、
７
時
３０
分
に
起
床
し
、

８
時
１０
分
に
は
朝
食
を
と
り
終
え
て
い
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
出
発
す
る
の
か
な
と
思

っ
て
い
た
ら
、
ケ
イ
レ
ヘ
ン
家
の
長
男
で

１５
歳
の
ス
コ
ッ
ト
が
起
き
て
き
て
、
８
時

２５
分
く
ら
い
か
ら
食
事
を
と
り
始
め
ま
し

た
。
僕
た
ち
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
家
は

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
大
学
か
ら

車
で
５
分
か
ら
１０
分
の
比
較
的
近
い
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
集
合
時
刻
の
８

時
半
に
は
ど
う
考
え
て
も
間
に
合
い
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。
二
人
は
不
安
に
な
り

「
こ
ん
な
の
で
大
丈
夫
な
ん
？
」
と
目
で

合
図
を
し
合
い
ま
し
た
。
結
局
こ
の
日
は
、

ま
ず
ス
コ
ッ
ト
を
学
校
へ
送
り
届
け
た

後
、
大
学
へ
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当

然
８
時
半
を
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

み
ん
な
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
焦
っ
て

到
着
し
た
僕
た
ち
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
だ
、

大
半
の
者
が
来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
し
か
も
、
後
か
ら
送
っ
て
く
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
は
、
急
い
で
い

る
よ
う
な
気
配
は
ま
る
で
あ
り
ま
せ
ん
。

一
度
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て
し
ま
う

と
、
こ
う
い
う
習
慣
に
は
お
そ
ろ
し
い
速

さ
で
順
応
し
て
し
ま
い
ま
す
。
明
く
る
日

か
ら
は
、
弟
の
タ
イ
ラ
ー
と
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
を
し
た
り
、
犬
と
じ
ゃ
れ
合
っ
た
り
し

て
、
ゆ
っ
た
り
と
出
発
ま
で
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
日
本
人
の
多
く
は
几
帳
面

で
時
間
に
厳
格
で
す
。
例
え
ば
電
車
の
時

刻
表
も
分
刻
み
で
組
ま
れ
、
ほ
ぼ
ダ
イ
ヤ

と
お
り
に
運
行
し
ま
す
。
少
し
遅
れ
る
と

イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。
人
に
迷
惑
を
か
け
る

と
思
っ
た
ら
も
う
普
通
の
状
態
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
時
間
は
守
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
同
時
に
焦

ら
ず
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
持
ち
を
も
つ
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
授
業

は
９
時
に
は
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
３０
分

と
い
う
時
間
を
「
許
し
が
た
い
遅
れ
」
と

考
え
る
か
、「
ゆ
と
り
」
と
見
る
か
で
大

き
く
感
じ
方
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本

人
が
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
々
と
関

わ
っ
て
い
く
に
は
、
こ
う
し
た
違
い
の
背

景
に
あ
る
考
え
方
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
う
い
っ
た
見
方
も
あ
る
と
い
う
よ

う
に
ま
ず
は
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
見
い
い
加
減
の
よ
う
に
映
る
こ
う
し

た
習
慣
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
大
き

さ
を
表
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
ふ
れ
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

は
、
非
常
に
親
し
み
や
す
く
心
優
し
い
人

ば
か
り
で
し
た
。
ケ
イ
レ
ヘ
ン
家
の
方
々

に
し
て
も
、
言
葉
の
わ
か
ら
な
い
僕
た
ち

に
家
族
の
よ
う
に
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
健
や
か
に
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
い
２
週
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
サ
ー
ス
ト
に
広

が
る
平
原
の
よ
う
に
、
人
々
の
心
が
大
き

オペラハウスを背に

日
本
人
に
必
要
な

多
様
な
見
方
・
考
え
方
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い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

来
年
度
こ
の
よ
う
な
英
語
研
修
の
機
会

が
あ
れ
ば
、
後
輩
達
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
生
の
英
語
に
ふ
れ
、

２
週
間
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
温
か
い
家

庭
で
生
活
で
き
る
な
ん
て
、
め
っ
た
に
な

い
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
和
木
町
、
僕
の
た
め
に
多
く

の
出
費
を
し
て
く
れ
た
両
親
、
研
修
に
か

か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
、
そ

し
て
僕
た
ち
に
家
族
同
様
快
く
、
温
か
く

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

オペラハウスを背に

オペラハウスを背に

オペラハウスを背に

人
々
と
の
関
わ
り

和
木
中
学
校
３
年
　
米
村
　
祐
里
枝

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と

語
学
研
修
を
し
た
こ
の
14
日
間
は
、
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
友

達
の
久
森
さ
ん
と
共
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
中
で
生
活
し
た
こ
と
で
す
。
ま
だ
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
両
親
は
何
も
わ
か

ら
な
い
私
た
ち
に
、
英
語
と
日
本
語
の
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
本
だ
け
で
は
、
思
い
が
通
じ
な
い
生

活
場
面
も
多
く
、
例
え
ば
１
日
目
の
夕
食

な
ど
は
、
一
言
も
話
す
こ
と
な
く
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
母
親
の

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
と
父
親
の
ギ
ャ
ビ
ン
の
性

格
と
い
う
か
雰
囲
気
が
今
ひ
と
つ
つ
か
め

な
い
で
い
た
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
話
題

に
す
る
か
迷
っ
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
話

を
切
り
出
せ
な
い
の
で
す
。
３
日
目
に
な

っ
て
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
と
ギ
ャ
ビ
ン
が
「
日

本
語
を
教
え
て
く
れ
な
い
？
」
と
話
し
か

け
て
き
て
く
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
教
え
て
い
る
う

ち
に
、
二
人
の
性
格
が
よ
く
わ
か
っ
て
い

つ
の
間
に
か
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

週
末
に
は
、
息
子
で
９
歳
の
カ
イ
ヤ
と

８
歳
の
ハ
リ
ー
が
シ
ド
ニ
ー
か
ら
帰
っ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
は
事
情

が
あ
っ
て
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す

が
、
と
て
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
接
し
よ
う
か
と
考

え
て
い
る
と
二
人
は
奥
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ゲ

ー
ム
を
持
っ
て
き
て
、
一
緒
に
や
ろ
う
と

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
言
葉
は
、
相
変
わ

ら
ず
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
二
人
と
も
す
ぐ
仲
良
し
に
な
り
ま
し

た
。日

曜
日
、
カ
イ
ヤ
と
ハ
リ
ー
は
「
遊
ぼ

う
」
と
言
っ
て
朝
早
く
か
ら
私
た
ち
を
起

こ
し
ま
し
た
。
朝
食
の
と
き
も
繰
り
返
し

誘
っ
て
く
る
の
で
思
わ
ず
「
ま
た
後

で
・
・
・
」
と
答
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
彼
ら
に
は
後
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
二
人
は
朝
に
シ
ド
ニ
ー
へ
も

ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
飲
み
込
め
て
い
な
か

っ
た
私
は
、
自
分
の
状
況
や
感
情
だ
け
で

判
断
を
く
だ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の

週
末
に
は
、
私
た
ち
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
去
る
こ
と
を
考
え
る
と
悔
や
ん
で
も
悔

や
み
き
れ
な
い
出
来
事
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
と
ギ

ャ
ビ
ン
は
、
本
当
に
親
切
に
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
単
語
を
並
べ
た
だ

け
の
英
語
で
話
し
て
も
理
解
し
よ
う
と
し

て
く
だ
さ
っ
た
し
、
健
康
や
快
適
な
生
活

に
も
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ミ

ラ
ー
家
の
方
々
の
温
も
り
に
よ
っ
て
私
は

積
極
的
な
関
わ
り
が
で
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

こ
の
２
週
間
の
経
験
だ
け
で
私
は
本
当

に
多
く
の
人
と
関
わ
り
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
友
達
も
多
く
で
き
ま
し
た
。
人

生
の
中
で
２
週
間
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
期

間
だ
け
れ
ど
、
今
ま
で
一
番
人
と
話
し
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
期
間
で
、
私
は
、
人

と
関
わ
る
の
が
少
し
上
手
に
な
っ
て
、
英

語
が
好
き
に
な
っ
て
、
人
間
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
が
わ
か
り
か
け
て
き
ま
し
た
。

少
し
た
く
ま
し
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
何
か
以
前

よ
り
も
一
人
一
人
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
ま

っ
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
や
友

達
の
あ
り
が
た
さ
も
し
っ
か
り
実
感
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
受

験
と
い
う
困
難
も
何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ

そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
に
自
信
を
持
た

せ
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
の
土
で

陶
器
を
作
ろ
う

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

指導を受けるメンバー

わ
れ
ら
紅
鴉

想
い
を
つ
な
げ

地
域
子
ど
も
教
室
「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

わ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
７
名
が
、
陶

芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
陶
芸
家
、
宮
本
健
吾
先
生
か
ら

や
き
も
の
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た

後
、
一
人
ひ
と
り
が
手
に
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
、
蜂
ヶ
峯
か
ら
赤
土
を
掘
り
出
し
ま
し

た
。
こ
の
土
を
乾
燥
さ
せ
不
要
物
を
取
り

除
い
て
、
水
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
粘
土
を
作

り
ま
し
た
。

９
月
３
日
に
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
採

取
し
た
土
を
精
製
し
て
出
来
た
粘
土
と
信

楽
（
し
が
ら
き
）
の
粘
土
を
混
ぜ
合
わ
せ

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
分
量
を
計
量
器

で
量
り
、
い
よ
い
よ
粘
土
を
こ
ね
る
作
業

で
す
。
こ
の
日
は
３０
裴
の
粘
土
を
混
ぜ
合

わ
せ
る
作
業
で
大
変
で
し
た
が
、
宮
本
先

生
の
見
事
な
足
さ
ば
き
を
見
習
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
最
初
は
お
ぼ
つ
か
な

い
様
子
で
し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち

に
次
第
に
上
手
に
な
り
、
全
員
見
事
に
足

で
踏
み
な
が
ら
粘
土
を
混
ぜ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
和
木
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
粘
土
の

完
成
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
工
程
は
、
宮
本
先
生
の

ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
た
だ
与
え
ら
れ
た

粘
土
で
や
き
も
の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
で
粘
土
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め

さ
せ
た
い
と
の
ね
ら
い
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
集
め
た
ふ
る
さ
と

の
土
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
を
愛

す
る
心
情
を
育
て
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

次
回
の
活
動
は
、
い
よ
い
よ
器
作
り
で

す
。
各
自
が
思
考
を
凝
ら
し
た
作
品
が
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

発
足
２
年
目
を
迎
え
、
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
、
活
躍
が
続
い
て
い
る
「
和

木
紅
鴉
」
に
、
８
月
２７
日
・
２８
日
の
２
日

間
、
姉
妹
都
市
恵
庭
市
の
本
家
「
恵
庭
紅

鴉
」
の
メ
ン
バ
ー
が
和
木
町
に
来
ら
れ
、

「
紅
鴉
２
０
０
５
」
の
踊
り
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
２
月
に

続
い
て
２
度
目
の
来
町
と
な
る
「
萬
年
古

都
美
さ
ん
」
と
、
今
回
が
初
の
「
谷
こ
の

み
さ
ん
」
の
２
人
。

２
つ
か
ら
３
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

踊
る
振
り
付
け
の
難
易
度
は
高
く
、
和
木

町
の
メ
ン
バ
ー
は
悪
戦
苦
闘
。
２
人
は
手

分
け
を
し
て
指
導
に
あ
た
り
、
２
日
間
合

わ
せ
て
約
６
時
間
の
練
習
で
、
ひ
と
通
り

の
踊
り
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
木
紅
鴉
の
事
務
局
　
松
本
愛
子
さ
ん

は
、「
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
時
間
が
か
か

り
そ
う
。
１０
月
を
め
ど
に
仕
上
げ
て
い
き

た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
萬
年
さ
ん
は
「
２
度
目
の
合
同

練
習
で
、
よ
り
親
交
が
深
め
ら
れ
て
う
れ

し
い
。
姉
妹
都
市
の
住
民
同
士
、
よ
さ
こ

い
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
。」、
谷
さ
ん
は
、「
和
木
の
み

な
さ
ん
は
本
当
に
熱
心
。
み
な
さ
ん
の
真

剣
な
態
度
に
、
教
え
る
こ
ち
ら
が
緊
張
し

た
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

日
　
時
▼
１０
月
３０
日
豸

場
　
所
▼
和
木
中
学
校
及
び
そ
の
周
辺

対
　
象
▼
和
木
小
学
校
６
年
生
と

和
木
中
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

活
動
内
容
▼
北
海
道
産
直
バ
ザ
ー
の
準
備
、

ス
テ
ー
ジ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
会
場

の
清
掃
な
ど

活
動
期
日
▼
１０
月
３０
日
豸

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日

活
動
時
間
▼
８
時
か
ら
１６
時
３０
分
ま
で

申
込
方
法
▼
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
（
保

護
者
の
承
諾
、
捺
印
が
必
要
）
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
▼
１０
月
１３
日
貅

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
蕁
５３
―

３
１
２
３
）
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長年にわたって発行さ

れ、読者から愛され続けた

「ズッコケ三人組」のシリ

ーズが50巻で完結したのを

記念して、シリーズ全50巻

の歴史や主人公の三人組が

活躍する稲穂県ミドリ市花

山町の地図、花山第二小学

校６年１組のクラスメート

などを紹介した楽しい大型

パネルとズッコケシリーズ

50巻全てを展示します。

※展示している本の貸出も出来ますのでぜひお越し

ください。

場　所蜷和木町立図書館　　　　　　　　　　　

期　間蜷10月27日貅～11月９日貉

展　示蜷「ズッコケ三人組」完結記念パネル

ズッコケ三人組シリーズ　全50巻

「ズッコケ三人組」卒業記念展示

今月の休館日 3日（月）・10日（祝）・17日～21日（特別休館）・24日（月）・31日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷10月15貍

10時30分～11時　幼児
おはなし会サークル
「このゆびとまれ」
15時～15時30分
おはなし会
「ぴのきお」

場　所蜷図書館えほんの
コーナー

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54―0222）

臨時休館のお知らせ

図書館では、蔵書の点検のため次の日を臨時休館
とします。
ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。
10月17日豺～21日貊まで
アドレス蜷http://www.waki-toshokan.jp/

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54－0222）

＜CD＞
☆恋のマイアヒ/Ｏ－ＺＯＮＥ
☆ＢＥＡＴ　ＳＰＡＣＥ　ＮＩＮＥ/m-flo
☆ＧＯＯＤ　ＪＯＢ！/ＲＩＰ　ＳＬＹＭＥ
☆Ｒｉｏ　ｄｅ　Ｅｍｏｃｉｏｎ/Ｄｒａｇｏｎ　Ａｓｈ
☆君とのＤｉｓｔａｎｃｅ/ＺＡＲＤ

＜一般書＞
『恐怖の存在　上・下』 マイクル・クライトン著　
『さよなら、コンスタンス』

レイ・ブラッドベリ著
『鍋の天下一品』 編集部編　
『災害時の避難支援マニュアル』

災害応急対策制度研究会編著　
『新聞がなくなる日』 歌川令三著

＜児童書・絵本＞
『山手町探検クラブ』 那須正幹作　Ｍｏｏ・念平絵　
『はりねずみとヤマアラシ』

おのりえん作　久本直子画　
『難民となった人びと』 国境なき医師団日本監修　
『職業別ユニフォーム・制服絵事典』

日本ユニフォームセンター監修　
『オッチャンたちの街』 今西乃子著
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も
っ
と
歩
い
て
脳
を
活
性
化
！

強
い
日
差
し
も
和
ら
ぎ
、
気
温
、
湿
度

と
も
に
落
ち
着
く
秋
は
、
体
を
動
か
す
に

は
も
っ
て
こ
い
の
季
節
で
す
。
澄
み
わ
た

る
空
の
青
さ
や
植
物
の
紅
葉
な
ど
で
、
景

色
も
よ
く
な
り
外
出
も
楽
し
み
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
、
手
軽
に
で

き
る
お
す
す
め
の
運
動
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。

町
内
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
人
は

よ
く
見
か
け
ま
す
。
継
続
し
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
な
か
な
か
続
か
な
い
人
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
続
か
な
か
っ
た
ら
、

「
ま
た
や
め
て
し
ま
っ
た
。」
と
マ
イ
ナ
ス

に
と
ら
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
運
動

も
一
年
を
通
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
、
夏
と
冬
は
控
え
て
、
春
と
秋
は
が
ん

ば
っ
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま

す
。
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ら
で
は
の
楽

し
み
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
時
間
帯

や
コ
ー
ス
を
工
夫
し
て
み
る
の
も
、
自
分

自
身
の
楽
し
み
を
優
先
し
て
あ
れ
こ
れ
試

す
と
い
い
で
す
ね
。
こ
の
秋
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
テ
ー
マ
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
し
た

い
で
す
か
？

「
老
化
は
足
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
歩
か
な
く
な
る
と
脳
へ
の
刺
激
が
少

な
く
な
り
、
脳
の
働
き
が
に
ぶ
り
ま
す
。

元
気
に
歩
い
て
、
脳
の
若
返
り
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。

●
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る

（
３
時
間
　
約
７
、
０
０
０
歩
）

●
家
事
を
し
な
が
ら
こ
ま
め
に
動
く

（
約
３
、
０
０
０
歩
）

「
さ
あ
、
今
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
」

と
い
う
時
間
が
取
れ
る
人
も
、
難
し
い
人

も
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
自
動
車

や
バ
イ
ク
な
ど
気
軽
に
利
用
で
き
る
移
動

手
段
が
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
歩
い
た
り
、

自
転
車
を
使
う
こ
と
で
筋
肉
や
脳
を
若
返

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
体
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

寄
り
道
を
。
少
し
ず
つ
歩
く
時
間
を
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
｡
「
今
日
は

で
き
る
だ
け
歩
こ
う
。
」
と
思
う
日
は
、

朝
の
身
支
度
の
時
に
万
歩
計
を
つ
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
で
、

あ
と
１
、
０
０
０
歩
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
は
、
段
差
を
感
知

し
て
避
け
た
り
、
ま
た
ぎ
越
し
た
り
、
視

覚
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
必
要
な
動
作
で
、

こ
れ
ら
を
意
識
し
て
考
え
な
く
て
も
体
が

動
い
て
い
る
の
は
、
と
て
も
高
度
な
脳
の

働
き
に
よ
る
も
の
で
す
。
重
力
に
逆
ら
い

な
が
ら
姿
勢
を
保
持
す
る
筋
力
も
、
歩
く

こ
と
で
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
、
正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
て
筋
力
ア

ッ
プ
を
目
的
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
、

ど
ち
ら
も
効
果
的
で
す
。
目
的
や
時
間
、

距
離
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
長
所
で
す
。

●
一
駅
、
一
停
留
所
分
を
歩
く

（
10
分
　
約
１
、
０
０
０
歩
）

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

使
わ
な
い
で
階
段
を
使
う

（
３
階
ま
で
階
段
を

利
用
片
道
約
60
歩
）

日
常
生
活
で

気
軽
に
プ
ラ
ス
１
、
０
０
０
歩

よ
ち
よ
ち
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
お
子
さ
ん
の
初
め
て
の
徒
競
走
で

す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
▼
10
月
30
日
豸

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
▼
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

対
　
象
▼
よ
ち
よ
ち
歩
き
が
で
き
る

お
子
さ
ん

そ
の
他
▼
当
日
母
推
テ
ン
ト
内
で
受
付

先
着
１
０
０
名
ま
で
参
加
賞

主
　
催
▼
母
子
保
健
推
進
協
議
会

問
合
せ
▼
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

７
２
９
０
）

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

よ
ち
よ
ち
赤
ち
ゃ
ん
よ
ー
い
ど
ん
！

の
お
知
ら
せ
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保セ・・・保健相談センター

薬と健康の週間

期　間蜷10月17日豺～23日豸

薬剤師が行う服薬指導は、服用薬の相互作用の有無

の確認や、医薬品に対する正しい理解のために大切で

す。この機会に薬に対する理解を深めましょう。

○医薬品は、医師や薬剤師等専門家に相談して使用し

ましょう。

○医薬分業は服用薬の相互作用を薬剤師が確認するこ

とにより、医療の質の向上を図ろうとするものです。

○医薬品は使用の時期、量、方法をよく理解し適正に

使用しましょう。

『始めましょう、正しい瞳ケア』

10月10日は目の愛護デーです

健康カレンダー （10月16日～11月15日）
月 日（曜）

10月20日貅

00月26日貉

10月27日貅

11月07日豺

11月10日貅

11月14日豺

行　　　　事

プレイルーム

育児相談

1歳6ヶ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

おはなし会

健康相談

プレイルーム

キッズきっちん③

受付時間

10：00～15：00

13：30～14：30

12：50～13：00

10：00～15：00

10：30～11：15

09：30～10：00

10：00～15：00

13：30～16：30

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

関ヶ浜分館　

保　　　セ　

保　　　セ　

場　　所対　　　　　　　　象

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

平成16年3月～4月生まれ

平成14年9月～10月生まれ

乳幼児とその保護者の方

平成16年10月～17年1月生まれ

一般の方

乳幼児とその保護者の方

小学３・４年生

『知っていますか。
お薬のこと。』

食推さんのおすすめメニュー
酢　　鰺

材料6人分
鯵 中６尾
塩・こしょう 少々
片栗粉 適宜
揚げ油 適宜

多種類の材料を使い、若い人から高齢者まで広く好まれる一
品です。 （食推３班　中岡玲子）

たまねぎ 100ｇ
ピーマン ３個
生椎茸 ３～４個
にんじん 80ｇ
ごま油 大さじ１

水　 150㏄
砂糖　 大さじ３
しょうゆ 大さじ３
酢　 大さじ３

片栗粉 大さじ２～３
うずら卵（水煮） 12個｛

作り方

① 下準備

鯵…３枚におろし、２～３等分に切る。

塩・こしょうで下味をつけておく。

たまねぎ・ピーマン・生椎茸…ひと口大に切る。

にんじん…乱切りに切って、皿に入れ、、ラップを

かぶせて、レンジにかけ、あらかた加熱しておく。

②鯵を揚げる

鯵は、水気を拭いてから全体に片栗粉をまぶし、

油で揚げる。器を盛っておく。

③野菜を炒め、あんをつくる

フライパンを熱し、ごま油を入れ、野菜を入れて炒める。火

が通ったらいったん皿に取り出す。フライパンに爬を加え、

煮立ったら、水溶き片栗粉でとろみをつ

ける。鯵と野菜とうずら卵を入れ、全体

にからめて出来上がり。

爬

200ｍｌ・400ｍｌ
献血のお知らせ

献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現

在、全国的に血液が不足しています。多くの皆様の

ご協力をお待ちしています。

日　時蜷11月１日貂

10時～11時45分

13時15分～15時30分

場　所蜷保健相談センター

問合せ蜷保健相談センター

（蕁52―7290）
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日　　時蜷11月12日貍16時キックオフ大分トリニータ戦

試合会場蜷広島ビッグアーチ

集合･解散蜷13時30分岩国市役所

バスで試合会場まで行き、試合終了（予定:18時）後、

集合場所まで戻り、解散します。

募集人数蜷50人

参加対象蜷町内居住者

参 加 費蜷大人1,840円／人、小・中・高560円／人

※バックスタンド自由シート

※参加者全員にサンフレッチェ広島のグッズをプレ　

ゼント

申込み蜷往復ハガキに、参加者全員の住所、氏名、年

齢、電話番号を記入し、10月25日貂（必着）までに、

岩国地区広域市町村圏協議会

（〒740-8585岩国市今津町1丁目14番51号岩国市総合

政策部地域振興課内）へ

中学生以下の場合は保護者同伴

参加者の決定蜷11月1日頃、返信ハガキでお知らせし

ます

問合せ蜷岩国地区広域市町村圏協議会（蕁29－5012）

日　時蜷10月29日貍

予　選（14時～16時）

本　選（18時30分～21時30分）

場　所蜷文化会館

特別ゲスト蜷和木民踊部・四境太鼓保存会・日本舞踊

申込み先・問合せ蜷10月12日貉までに教育委員会へ

（定員65名）教育委員会（蕁53－3123）

ゲスト蜷前川光珠

曲　目

①黒田武士

②おやじさん

③メドレー

（６曲・1コーラス）

④無法松の一生

⑤あんたの河内節

わき愛あいフェスティバル前夜祭サンフレッチェ広島を応援しよう

緑
の
風
薫
る
文
化
の
ま
ち

展
示
期
間
▼
１０
月
１３
日
貅
〜
１１
月
２０
日
豸

場
　
所
▼
和
木
美
術
館（
ア
ー
ト
ウ
イ
ン
グ
）

時
　
間
▼
１０
時
〜
１７
時

翠
洋
書
道
会
　
　
　
　
　
泉
　
　
翠
洋

明
水
書
道
会
　
　
　
　
　
末
岡
　
明
水

心
龍
総
合
書
道
　
　
　
　
原
田
　
心
龍

書
道
（
子
ど
も
）
教
室
　
大
和
　
時
枝

陶
芸
教
室
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
健
吾

〈
陶
芸
　
特
別
出
品
〉

藤
川
　
暁
子
（
和
木
町
）

宮
本
　
健
吾
（
和
木
町
）

和
木
（
や
わ
ら
ぎ
）
の
里
　
愛
石
会
　

藤
岡
　
敬
知

あ
ざ
み
の
会
（
ち
ぎ
り
絵
、
く
る
み
人
形
）

坪
井
　
悦
子

短
　
歌
　
会
　
　
　
　
　
藤
上
　
紀
子

小
笠
原
流
礼
法
　
煎
茶
　
宮
本
　
綾
子

草
月
流
　
　
　
　
　
　
　
森
川
　
春
節

未
生
流
　
　
　
　
　
　
　
森
脇
　
久
美
甫

池
坊
　
　
　
　
　
　
　
　
村
本
　
美
雪

平
成
17
年
度

和
木
町
文
化
協
会
文
化
祭
２
０
０
５
展
示
会

専
正
池
坊
　
　
　
　
　
　
志
谷
　
春
窓

俳
句
教
室
　
　
　
　
　
　
陣
場
　
直
雄

裏
千
家
抹
茶
　
　
　
　
　
村
本
　
宗
美

和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
　
　
依
田
　
一
司

シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
　
　
杉
本
　
光
江

機
械
編
み
教
室
　
　
　
　
山
田
　
ノ
ブ
子

手
編
み
教
室
　
　
　
　
　
河
野
　
モ
ト
エ

和
木
美
術
ク
ラ
ブ
　
　
　
三
分
一
　
重
厚

子
ど
も
絵
画
教
室
　
　
　
島

こ
ず
え

油
　
絵
　
　
　
　
　
　
　

木
　
彫
　
　
　
　
　
　
　

〈
絵
　
画
　
特
別
出
品
〉

三
分
一
　
貴
司
（
岩
国
市
）

島

こ
ず
え
（
和
木
町
）

（
故
）
岡
崎
　
文
秀
（
横
浜
市
）

主
　
催
▼
和
木
町
文
化
協
会

後
　
援
▼
和
木
町
、
和
木
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会
事
務
局

（
蕁
５２
―

２
１
９
１
）

10
月
13
日
貅
〜
16
日
豸

10
月
20
日
貅
〜
23
日
豸

10
月
23
日
豸

10
月
28
日
貊
〜
30
日
豸

10
月
30
日
豸

11
月
3
日
貅
〜
6
日
豸

11
月
10
日
貅
〜
13
日
豸

11
月
17
日
貅
〜
20
日
豸

前川　光珠さん
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１０
月
１７
日
豺
〜
１０
月
２３
日
豸
は

行
政
相
談
週
間

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
を
広
く
知
っ

て
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
１０
月

１７
日
豺
か
ら
１０
月
２３
日
豸
ま
で
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
し
、
各
種
の
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
行
政
相
談
員
の
松
本
和
孝

さ
ん
（
和
木
５
丁
目
蕁
５３
―

３
１
９
５
）

が
行
政
相
談
所
を
開
か
れ
ま
す
。

日
　
時
▼
１０
月
２０
日
貅
　
１０
時
〜
１２
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
〜
１６
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

中
国
大
会
出
場

精

神

保

健

相

談

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
５２
―

８
６
４
４
）

日
　
時
▼
１１
月
２
日
貉
　
１３
時
〜
１６
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員
、
岩
国
法

務
局
職
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

日
　
時
▼
10
月
11
日
貂
13
時
〜
16
時
ま
で

（
受
付
期
間
）

※
事
前
の
受
付
等
は
行
い
ま
せ
ん

場
　
所
▼
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国

支
部
会
議
室
、
住
所：

岩
国
市
錦
見
１
―

16
―

45

（
蕁
41
―

３
１
８
１
）

相
談
内
容
▼
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係

等
法
律
上
の
問
題

問
合
せ
▼
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区

（
蕁
43
―

２
１
８
３
）

８
月
１３
日
、
１４
日
に
島
根
県
出
雲
市
で

開
催
さ
れ
た
第
19
回
全
日
本
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
中
国
大
会
に
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
中
国
地
区
の

強
豪
１６
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
準
決
勝
で

敗
退
し
ま
し
た
が
、
Ａ
級
第
３
位
の
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

S
P
O
R
T
S

ス
ポ
ー
ツ

心

配

ご

と

相

談

無
料
人
権
相
談
所
開
設

無
料
法
律
相
談
開
催

優勝　第三分団

各
　
種
　
相
　
談

平
成
17
年
度
後
期
甲
種

（
乙
種
）防
火
管
理
講
習
会

日
　
時
▼
甲
種：

１０
月
２７
日
貅
・
２８
日
貊

９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
（
受
付
は
９
時
〜
）

乙
種：

１０
月
２７
日
貅
（
甲
種
・
乙
種
共
通
）

９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

場
　
所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

受
講
手
続
き
▼
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
１０
月
１
日
貍
〜
１０
月
１５
日
貍

※
定
員
（
甲
乙
合
計
で
８０
名
）
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
２２
―

１
３
２
０
）

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

津
元
　
　
猛
さ
ん
　
　
（
関
ヶ
浜
地
区
）

村
井
　
慶
子
さ
ん
　
　
（
和
木
地
区
）

清
川
　
弥
生
さ
ん
　
　
（
広
島
市
）

藤
村
　
清
孝
さ
ん
　
　
（
関
ヶ
浜
地
区
）

●
見
舞
返
し

平
木
　
利
明
さ
ん
　
　
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

匿
名
の
方
　
　
　
　
　
（
和
木
地
区
）
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●
和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

支
給
額
▼
１６
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
２０
歳
以
上
で
、
身
障
手
帳
１
・

２
級
及
び
療
育
手
帳
A
・
B
所
持
者
、
精

神
障
害
者
で
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に

規
定
す
る
方
で
在
宅
の
方
。

※
公
的
年
金
受
給
者
は
半
額

●
和
木
町
児
童
福
祉
年
金

支
給
額
▼
８
万
円
（
年
額
）

２０
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
１
・
２
級
又
は

療
育
手
帳
A
所
持
者

支
給
額
▼
７
万
円
（
年
額
）

２０
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
３
級
又
は
療
育

手
帳
B
所
持
者
　

※
今
月
は
、
障
害
者
扶
助
料
及
び
児
童
福

祉
年
金
後
期
分
の
支
給
月
で
す．

民
生
委
員
の
方
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
０
８
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
ら
れ

た
方
の
お
子
さ
ま
（
０
歳
〜
中
学
生
ま
で
）

に
対
し
て
次
の
条
件
で
「
無
利
子
」
の
育

成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
付
申
込
者
▼
お
子
さ
ま
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者

貸
付
金
額
▼
（
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
）

「
和
木
町
林
業
研
究
会
」
は
林
業
に
興

味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
林
業
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
作
業
等
を

通
し
て
触
れ
合
い
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
研
究
会
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

主
な
活
動
内
容

・
ジ
ャ
ン
ボ
椎
茸
栽
培

・
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

・
「
ヤ
マ
モ
モ
」
の
維
持
管
理

・
研
修
会
・
講
習
会
開
催

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

対
象
者
▼
林
業
に
興
味
の
あ
る
町
内
在
住

の
方

申
込
み
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
つ
け
の

申
込
書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
会
費
▼
１
、
０
０
０
円

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）

日
常
生
活
に
役
立
つ
計
量
単
位
換
算

表
・
県
内
郵
便
番
号
一
覧
表
・
山
口
県
の
人

口
産
業
・
社
会
・
文
化
な
ど
の
基
礎
資
料
、

国
会
・
県
議
会
議
員
・
市
町
村
三
役
名
簿
な

ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
仕
事
や
学

習
、
ご
家
庭
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
　
行
▼
１１
月

サ
イ
ズ
▼
縦
１４
袍
×
横
８
袍

表
　
紙
▼
ビ
ニ
ー
ル
製

内
　
容
▼
県
行
政
区
画
図
、
七
曜
表
、
略

歴
表
、
満
年
齢
月
早
見
表
、
日
記
帳
（
行

事
予
定
表
、
歳
時
記
、
日
記
）、
統
計
資

料
、
名
簿
編
、
生
活
編
、
東
京
都
地
下
鉄

路
線
図
、
住
所
録
（
別
冊
）

価
　
格
▼
４
８
０
円
（
送
料
別
）

申
込
み
▼
企
画
総
務
課
（
蕁
５２
―

２
１
３
５
）

山
口
県
統
計
協
会

（
蕁
０
８
３
―

９
３
４
―

３
１
１
０
）

終
戦
ま
で
に
大
竹
市
に
あ
っ
た
旧
海
軍

海
兵
団
、
潜
水
学
校
に
、
在
籍
さ
れ
た
方
、

戦
後
、
大
竹
市
に
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

の
証
言
や
手
記
、
写
真
な
ど
の
資
料
を
集

め
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
も
の
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１１
月
２６
日
貍
に
は
、
こ
れ
ら
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
戦
後
６０
周
年
平
和
祈
念
事
業
実

行
委
員
会（
〒
７
３
９
―

０
６
０
５
大
竹
市
立

戸
１
丁
目
６
番
１
号
大
竹
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
内
蕁
53
―

５
８
０
０
）

障
害
者
扶
助
料
・

児
童
福
祉
年
金
制
度

交
通
遺
児
等
育
成
会

資
金
貸
付
の
ご
案
内

林
業
研
究
会
会
員
募
集

平
成
18
年
版
県
民
手
帳
を
発
行

大
竹
海
兵
団
、
潜
水
学
校
、

引
き
揚
げ
者
の
証
言
、
資
料
募
集

日
　
時
▼
平
成
18
年
１
月
９
日
豢

午
前
10
時
　
開
会
式

午
前
10
時
30
分
　
ス
タ
ー
ト

会
　
場
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

申
込
期
限
▼
11
月
30
日
貉

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―
２
８
１
１
）

第
８
回
蜂
ヶ
峯
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

は
じ
め
に
一
時
金
１
５
５
、
０
０
０
円
、

貸
付
期
間
中
　
毎
月
２
０
、
０
０
０
円
、

小
中
学
校
入
学
時
に

入
学
支
度
金
４
４
、
０
０
０
円

貸
付
期
間
▼
貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中

学
校
の
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間
▼
中
学
校
卒
業
後
、
一
年
据
え

置
い
て
か
ら
月
賦
な
ど
に
よ
る
２０
年
以
内

の
均
等
払
い
で
返
還
。
た
だ
し
、
高
校
、

大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中
は

返
還
猶
予
。

問
合
せ
▼
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
山
口
支
所
業
務
課

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

５
４
１
９
）

体育センター
臨時休館について

わき愛あいフェスティバルのた

め、臨時休館いたします。ご理解

とご協力をお願いします。

期日　10月29日貍 体育センター

10月30日豸 体育センター

町民庭球場

競技種目

一般男子

一般女子

壮年男女

距　離

10㎞、５㎞

10㎞、５㎞

10㎞、５㎞

参加料

３,０００円

競技種目

小学生男女

中学生男子

中学生女子

距　離

２.２㎞

５㎞

３㎞

参加料

８００円

競技種目・参加料
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１
時
間
　
６
４
２
円

効
力
発
生
の
日
　
１０
月
１
日

山
口
県
の
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
臨
時
を
問
わ
ず
山
口
県
内
の

事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

使
用
者
は
、
こ
の
金
額
よ
り
低
い
賃
金

で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
賃
金
室

（
蕁
０
８
３
―

９
９
５
―

０
３
７
２
）

山
口
県
で
は
、
毎
月
末
で
労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

労
働
力
調
査
は
、
全
国
か
ら
約
４
万
世

帯
を
対
象
に
行
い
、
完
全
失
業
率
や
就
業

人
数
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
一
部
の
ご
家
庭
に
は
、
国
勢
調
査
員

と
労
働
力
調
査
員
が
訪
問
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
地
域
振
興
部
統
計
課

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

２
６
５
０
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

１０
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で

す
。

労
災
保
険
は
、
主
と
し
て
労
働
者
が
業

務
上
の
災
害
や
通
勤
災
害
に
よ
っ
て
負

傷
、
疾
病
、
障
害
ま
た
は
死
亡
の
場
合
に
、

そ
の
労
働
者
や
遺
族
を
援
護
す
る
た
め
の

給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

雇
用
保
険
は
、
主
と
し
て
労
働
者
が
失

業
し
た
場
合
に
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
継
続
雇
用
や
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所
適
用
係

（
蕁
21
―

３
２
８
１
）

山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を
！

「
労
働
保
険
。
知
ら
な
い
の
は
問
題
で

す
。
入
ら
な
い
の
は
大
問
題
で
す
。」

日
　
時
▼
１１
月
１４
・
２１
・
２２
日
　
　

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

内
　
容
▼
ア
ル
バ
ム
作
成
ソ
フ
ト
「
蔵

衛
門
デ
ジ
ブ
ッ
ク
」
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
ア
ル
バ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料

場
　
所
▼
文
化
会
館
　
講
習
室

対
　
象
▼
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ
た
事
の
あ
る
方

（
文
字
入
力
の
で
き
る
方
）

募
集
人
数
▼
１５
名
　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
蕁
53
―

３
１
２
３
）

〜
輝
く
技
能
　
き
ら
ら
の
国
に

夢
が
舞
う
〜

会
　
期
▼
１０
月
２８
日
貊
〜
３１
日
豺

開
会
式
会
場
▼
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク

競
技
会
場
▼
維
新
百
年
記
念
公
園
な
ど

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

山
口
大
会
推
進
協
議
会

（
蕁
０
８
３
―

９
３
３
―

３
２
５
０
）

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

電
子
ア
ル
バ
ム
作
成
講
座

第
43
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

第
28
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

アスベスト相談窓口
町民のアスベストに関することについて

相談を受け付けます。

受付時間蜷８時30分～17時15分

（土日・祝日を除く）

問合せ蜷企画総務課

（蕁52―2135内線309）

愛犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務です。
近年、犬を大切なパートナーとして飼われる人が増えてい

ます。飼われる場合の飼い主の責任として※登録し、年１回
は狂犬病予防注射を受けることが法律で義務付けられていま
す。
◎犬の登録◎
・登録手数料　3,000円（鑑札を交付します。）
・町外で飼犬の登録をされた方は、役場で、登録変更の手続
きをお願いします。
・登録していた愛犬が死んだり、飼わなくなったりした場合
も手続きが必要です。
※犬の登録は、生涯１回の登録となっていますので、すでに
登録をしている犬は、必要はありません。

◎狂犬病予防注射◎
・生後91日以上の犬は、毎年１回 狂犬病予防注射を受けるよ
う狂犬病予防法により義務付けられています。
犬の体調等の理由により、まだの場合は、動物病院で相

談のうえ注射を受けてください。
済まされた場合は、注射済み証明書
を役場に提出してください。
（注射済票交付手数料：550円）

問合せ蜷住民サービス課
（蕁52―2135内線205）
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（
９
月
17
日
句
会
）

突
堤
に
漁
網
干
し
を
り
鳥
渡
る

陣
場
　
直
雄

コ
ス
モ
ス
や
乗
馬
へ
ピ
ア
ノ
曲
流
れ

陣
場
　
孝
子

喪
の
家
に
青
き
朝
顔
咲
き
の
ぼ
る

浜
田
千
代
美

す
い
と
ん
を
母
と
啜
り
て
終
戦
日

浦
　
　
盈
子

流
木
の
湾
を
う
ず
め
て
秋
の
虹

越
智
　
幸
子

輪
を
く
ぐ
る
あ
し
か
の
シ
ョ
ー
や
菊
日
和

小
川
　
誉
子

菊
活
け
て
こ
こ
ろ
静
か
に
古
希
迎
ふ

灰
岡
美
穂
子

が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
や
っ
と
寝
付
き
し
赤
ん
坊

平
岡
　
菊
江

大
い
な
る
風
車
の
む
こ
う
鰯
雲

松
浪
　
政
子

衣
被
む
か
し
話
の
聞
き
あ
か
ず

山
重
　
杵
子

星
月
夜
靴
音
ひ
び
く
通
夜
帰
り

与
三
本
愛
子

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
２
）

カ
ー
ド
会
社
か
ら
50
万
円
の
請
求

※
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
は
、
金
融
機
関
や
通
信

業
者
な
ど
を
装
っ
た
電
子
メ
ー
ル
を
送
り
、

住
所
、
氏
名
、
銀
行
口
座
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出

し
、
金
銭
的
被
害
を
与
え
る
手
口
で
す
。

●
相
談
事
例

通
信
事
業
者
か
ら
Ｉ
Ｄ
の
再
契
約
の
手
続

き
と
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
住
所
、

氏
名
、
カ
ー
ド
会
員
番
号
な
ど
を
記
載
す
る

よ
う
に
と
あ
っ
た
の
で
、
入
力
し
て
返
送
し

た
。
数
ヶ
月
し
て
、
友
人
か
ら
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
詐
欺
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
も
そ
の
被
害

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
に
な

り
、
カ
ー
ド
の
利
用
を
停
止
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
身

に
覚
え
の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
よ
る
利
用
代
金
と
し
て
、
50
万
円
を
超
え

る
請
求
を
受
け
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

個
人
の
重
要
な
情
報
を
尋
ね
る
電
子
メ
ー

ル
を
受
け
取
っ
た
り
、
こ
の
事
例
の
よ
う
な

個
人
の
重
要
な
情
報
を
尋
ね
る
電
子
メ
ー
ル

が
届
い
た
場
合
は
、
名
前
を
使
わ
れ
た
機
関

「フィッシング」被害

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
―

２
１
３
５
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
―

５
８
６
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

２
４
２
１
）

へ
電
話
等
で
確
認
し
、
内
容
に
つ
い
て
裏
付

け
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
」
な
ど

の
慌
て
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
、
情
報
を
書

き
込
ま
せ
る
た
め
の
脅
し
文
句
で
す
。
さ
ら

に
、
電
子
メ
ー
ル
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
閲
覧
す
る
こ

と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
譖
日
本
ク
レ

ジ
ッ
ト
産
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ

ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
で
は
、
個
人

の
情
報
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
有
効

期
限
や
暗
証
番
号
等
）
に
つ
い
て
、
電
子
メ

ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
て
回
答
を
依
頼
す
る
よ

う
な
こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

う
っ

か
り
、
入
力
や
返
信
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
〝
本
物
の
機
関
〞
へ
連
絡
を
取
り
、

利
用
停
止
等
の
対
応
が
可
能
な
場
合
は
依
頼

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
併
せ
て
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
や
銀
行
口
座
通
帳

な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
身
に
覚
え

の
な
い
取
引
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
入
力
画
面
や
電
子
メ
ー
ル
は
有
効
な

証
拠
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
・
・
・

身
に
覚
え
の
な
い
取
引
に
気
が
つ
い
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
念
の
た
め
に
、
警
察
に
も

届
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

秋
の
教
室
２
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

秋
の
自
然
と
味
覚
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
野
鳥
観
察
教
室

指
導
員
よ
り
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
の
観
察
、
昼
食
後
ベ
ニ
マ
ン
サ

ク
が
見
ご
ろ
を
む
か
え
た
園
内
の
秋

を
散
策
し
ま
す
。

日
　
時
▼
１０
月
２２
日
貍

１０
時
〜
１４
時

場
　
所
▼
お
お
の
自
然
観
察
の
森

参
加
料
▼
無
料

定
　
員
▼
２０
名
程
度

・
昼
食
等
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
９
時
に
コ
ミ
セ
ン
を
出
発
し
ま

す
。

■
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

手
作
り
の
そ
ば
で
、
昼
食
を
い
か

が
で
す
か
、
ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ

い
。

日
　
時
▼
１１
月
３
日
豢

１１
時
〜
１４
時

場
　
所
▼
阿
賀
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
美
和
町
）

参
加
料
▼
１
、
２
０
０
円
／
１
人
　

定
　
員
▼
２０
名
程
度

※
10
時
に
コ
ミ
セ
ン
を
出
発
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

2
1
9
1
）

体
験
学
習
教
室

受
講
者
募
集
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「金属・不燃ごみ」の日に棒状のものを指定袋に入れて出す場合、指定袋に完全に入っていないと取り残します。

棒状の物を折り曲げても指定袋に入れることができない場合は、戸別収集（電話での事前申込みが必要）を申

し込まれるか直接搬入をして下さい。※ 事前申込みの場合の料金等

袋から出ていると取り残します

子
等
集
ひ
孫
と
遊
び
ぬ
夏
休
み
ド
リ
ン
ク
飲
ん
で

元
気
に
振
舞
ふ

大
野
　
千
尋

年
並
み
に
老
け
ゆ
く
こ
の
身
か
え
り
み
つ
蝉
の
声
に
も

無
常
の
感
あ
り

嘉
屋
　
笑
子

初
盆
会
思
い
残
せ
し
義
姉

あ

ね

の
短
歌
う

た

香
た
く
煙
り
に

笑
顔
揺
れ
い
る

神
園
　
静
美

吾
も
老
い
し
夢
み
ご
と
く
な
つ
か
し
き
ち
ち
母
こ
い
し

暑
き
な
つ
の
日

田
渕
ハ
ネ
子

衣
更
え
筍
の
皮
は
ぐ
如
き
一
枚
二
枚
と

身
体
か
ら
だ

か
る
け
し

広
宇
次
信
子

炎
天
の
落
つ
る
夕
陽
に
頭
を
下
げ
ぬ
短
歌
の

親
友
ま
た
一
人
逝
く

正
中
ツ
ヤ
子

石
榴

ざ
く
ろ

咲
く
濃
き
緋
の
小
花
葉
に
映
え
し
明
る
さ
分
け
む

道
ゆ
く
人
に

森
本
　
初
子

石
段
を
一
足
一
足
踏
み
し
め
て
手
を
ひ
か
れ
つ

静
か
に
登
る

箭
野
　
賀
代

籠
の
鳥
囲
ん
で
餌
や
る
子
ど
も
ら
の
目
は
一
点
に

く
ち
ば
し
の
先

横
川
美
代
子

コ
ス
モ
ス
の
そ
よ
ぎ
に
思
ふ
こ
の
庭
に
佇
ち
て
訪
ひ

来
る
亡
母

は

は

待
ち
し
日
を

近
藤
巳
津
子

山
あ
い
の
の
ど
か
な
生
活

た
つ
き

呑
み
込
み
て
台
風
一
過

明
け
し
沈
黙

藤
上
紀
子

※ご注意ください。

「プラスチックの日」にカップめんの容器を出す場合、フタは紙の場合がありますので、その場合、フタは可燃

物となりますのでご注意ください。 問合せ蜷住民サービス課　（蕁52―2135 内線205）

料金
300円
600円
900円

最長の辺の長さまたは最大径が１ｍ未満
最長の辺の長さまたは最大径が１ｍ以上1.5ｍ未満
最長の辺の長さまたは最大径が1.5ｍ以上

※ 直接搬入する場合の料金等

直接個人が搬入する場合

※ 戸別収集の場合の料金等

役場に電話で収集予約。

蕁52―2135

内線204

収集券（シール）を購入し粗大

ごみに貼る。

収集日の

朝８時30分までに玄関などの予約

時に申し合わせた場所に出す。

粗大ごみ収集券 300円

国民健康保険　　 ４期分

介護保険料　　　 ４期分

住宅使用料　　　 １０月分

町県民税　 ３期分

納期内に納めましょう！

今月の納税 秋
の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

※棒状のものは、ひもで束ねた場合、直径

が30ｃｍ未満であれば粗大ごみ１個として

収集します。この場合の料金は、最も長い

ものを基準にします。

粗
大
ご
み

金
属
・
不
燃
ご
み

場　所 和木町クリーンセンター
受入日 月～金（祝祭日は休み）
時　間 8：30～16：00
※埋め立てごみの場合は無料で個人搬入できます。
※搬入前に役場住民サービス課の許可を受けてください。

最大積載量が１トン未満の車両

最大積載量が１トン以上２トン未満の車両

１台につき600円

１台につき1,200円

搬入手数料

日
　
時
▼
10
月
９
日
豸

８
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、

10
月
10
日
豢
に
延
期

○
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、

別
々
に
し
て
道
路
の
路
肩
等
に
積
ん

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
差
点
の
近

く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）



和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

姉妹都市北海道恵庭市から
平成17年10月から介護保険
制度が一部改正されます

施設における居住費・食費が通所サービスにおけ

る食費が全額自己負担になります。

ただし、所得の低い人の施設利用が困難とならな

いように、利用者負担段階に応じて居住費・食費に

負担限度額が設けられ、申請により利用者負担が従

来と変わらないようになります。

（通所サービスは除きます。）

問合せ蜷保健福祉課

（蕁52―2135内線214）

はじめまして。私はこの度、和

木町に派遣研修を受け入れていた

だき、姉妹都市である北海道恵庭

市からやって来ました早川剛志

（はやかわつよし）と申します。年

齢は30歳です。10月、11月の２ヶ

月間、和木町で生活し、役場に勤

務させていただくことになりまし

た。私の市役所勤務はまだ８年と経験不足ですので、

この研修で行政全般に亘り多くの事を学び、北海道

に持ち帰りこの経験を自分の仕事に生かしたいと思

います。また、多くの町民の皆様方とふれ合い、た

くさん話をすることができたら良いな、と願ってい

ますので、どうぞお気軽に声をかけてください。休

日は、好きな旅行や野球観戦を楽しみたいと思って

います。どうぞよろしくお願いいたします。

10
月
１
日
付

町
職
員
の
異
動

（
）
内
は
旧
職

〈
企
画
総
務
課
〉

岡
本
　
巖
　
課
長
　

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
）

〈
税
務
課
〉

永
井
　
博
　
課
長
補
佐

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
係
長
）

〈
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
〉

河
内
　
洋
二
　
課
長
　

（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
）

宮
本
　
啓
治
　
課
長
補
佐

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
係
長
）

〈
保
健
福
祉
課
〉

明
本
　
光
弘
　
課
長
補
佐

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

中
島
　
芽
生
子
　
事
務
吏
員

（
企
画
総
務
課
事
務
吏
員
）

教
育
委
員
会
事
務
局

〈
体
育
セ
ン
タ
ー
〉

平
岡
　
英
二
　
所
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
）

〈
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉

小
林
　
敏
幸
　
所
長
補
佐

（
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

退
　
職

上
岡
　
宣
雄
　
収
入
役

（
企
画
総
務
課
課
長
）

早川剛志さん
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